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概 要

川綺医科大学附属病院の入院人間ドッ クでは，全員に食生活調査を行い，その結果に基づいて退院時の栄

姜指導を行っている。

受診者は自宅で平均的な 1日の食事を具体的に食生活調査記入用紙に記入して来院し，その内容を栄蓑士
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または保健婦がチェックして各食品をコード化し，コンピュータにより食生活調査結果を作成している。そ

の内容は各食品ととに，数量，エネルギー，たん白質，脂質，糖質，カルシウム，鉄，ビタミン A・ BJ・ B2 

• C及び食塩を示したもので，食生活の評価が容易で正確な食事指導の資料となる。

人間ドック受診者の食生活の問題点は，食物の食べ過ぎ，野菜の不足及び食塩のとり過¥であり ，栄養指

導はこれらを重点的に行っている。

昭和55年度入院人間ドック 440人の調査成績は次の通りであった。

栄接素等摂取雄平掏値は，エネルギー2039kcal,たん白質82.9g,脂質45.4g,糖質294.6g,カルシウム

590.9 mg,鉄14.8mg,食塩12.8g, ビタミン A1799 IU, ビタミン B10.92幣，ビタミン B21.02mg,ビタミ

ンc109_7mgであり，食品群別摂取量平均値（単位＝ g)は，米類521.6, そのうち「めし」 516.1, 小麦類

116.0,いも類67.4,砂糖類14.8,菓子類67.8,油脂類12.8,豆類82.8,果実類161.6,緑黄色野菜72.7,

その他野菜類196.3,海草類8.2,調味・嗜好飲料392.1,魚介類124.3,肉類90.8,卵類61.4,乳類156.9,

加工食品74.0であり，国民栄蓑調査における中国プロックの成績とほぽ一致するものと考えられる。

1 はじめに

人間ドックは，現在わが国における死因の約70彩を占める成人病］）を早期に発見し，予防する

目的で広く行われている2)3)0成人病の主体は，悪性新生物，脳血管疾患，心疾患である。これ

らの発症には食生活の関与が明らかであり？人間ドックで行う食生活調査と指導は，成人病を

予防するために重要な意義を持つものである。

川崎医科大学附属病院では，昭和52年に人間ドックを開設して以来，入院人間ドック全員の

食生活調査を行い，コンビュータにより摂取栄養素量を計算し，別に計算した栄養所要量と比

較して栄養指導を行っている。今回は人間ドックにおける食生活調査と指導の実際を述べ，更

に昭和55年度人間ドック 440人の栄養調査成績の一部を報告する。

2 食生活調査と指導の実際

川崎医科大学附属病院では，人間ドック受診者の食生活調査と指導を次のような順序で行っ

ている。

l) 食生活記入用紙の記入

あらかじめ，食生活記入用紙を人間ド・ノク受診者に郵送し，できるだけ平均的な 1日につ

いて具体的に食事内容を書いて，人間ド、ノク当日持参して貰う。

2) 栄養士，保健婦によるチェック

入院の日に，栄養士及び保健婦により，フー ドモデルまたは実物大の食品のカラ ー写真をみ

せながら各食品の数量をチェ・ノクし，次のように三訂日本食品成分表をもとにして当院で作

成した 1075の食品マスターコードによりコ ーディングする。

3) 食生活調査表の問診

職種，既往歴，家族歴，日常の運動，食生活，嗜好，摂食状況，その他について，栄養士
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及び保健婦が問診 し，食生活調査表に記載して指導の参考資料とする。

4) 食生活調査結果の作成
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引き続き，朝食・昼食 ・タ食 ・間食の順に各食品ととに食品コ ー ドと 重量を紙テープにパ

ンチし，コンビュ ータに入力する。コンヒ ュ゚ータセンターで各食品ととの栄養素屋を計算し，

次に示すような食生活調査結果を作成する。

5) 退院時指導

われわれが行っているのは， 3日または2日の短期ド ック であり，退院日に中間説明をして

いるが， 食生活調査結果に対しては， 次に述べる方法で得た栄姜所要星と比較し， 著 しく不

適当な食習慣を重点的に取りあげて指導している。

6)栄養所要量の計算

個人別栄養所要量は， 日本人の栄養所要量5)にしたがって次の ようにして定めた。

(1) エネルギー

次の表より 受診者の年齢と性から基礎代謝基準値を求め ，労作強度と体重から ，次の式

食生 活調査 記入用紙

氏名（ 三 1を 大） rB|6| 12| |31 

性別（ 胄 ） 年令 匝Eりオ
摂取年月日 l 9区Iil年巨I丑月丘I刃日

職業国外訟儀身長□玉Bc“"叫工巨］勺
時間 献立名 食 品 名 数量あるいはめやす量 | ＊コード必 ＊数量 g
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食生活 調 査 結 果

li 類 ト・'9?

，，ルテ出 B6. 2 ・8 

人院ぬ 83-4・2

氏名三・ュ ・：t

住所

ll:,r, 
住 名

摂取旦 熱炊 水分 たんば(fl ,n 竹 糖質 カルシウム ナトリウム 鉄 ビ9ミンA ピクミン B, ピタ ミン B,ピタミン C 氏/~
コード

on 
(g) (Kc,t) (g) (g) (g) (g) （呪） (..) (mg) IOOR単位） （呪） (mg) (mF:) (") 
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C:3 :'・ヤ,,・イモ e,o. o c.2 c.3.と. 1. ＄ 0. 1 13. e, 4 10 0.4 

゜
0.08 0.02 1:i: ＋・>+

242 tメントウフ 80.0 4c. 70.4 4.8 2.8 l. s 9c. 4 1. I 

゜
0.02 0.02 0 +++ 

255 タンショ7nラ三ソ 30.0 47 1~;.o 3. E: '.o 5.E< 27 12さ0 1. 2 

゜
0.01 0.03 0 3. 1 

c，63 1ス（又nぎ）＇9`'T） 180.0 3し 161. e 2.5 o. 4 t,. 3 3~. 2520 l. 4 11 0.32 0.09 2 6.3 
532 ケイうン (t`ンラJ) 50.0 7€: 37.5 と．． 4 t',.b +＋→ 33 45 i. 3 400 0.05 0.15 0 0. 1>+= 
E:しC. :1ヨウl 3.0 1 2.2 0.2 ().0 0. 1 2: 213 0. l 

゜
o.oo o.oo 0 0.5 

涛； ？／ヨ-ケイ 44c. 4$7. c. 22.0 i0.2 €.e. . e. 21と、 4028 6.0 41;' 0.51 0.33 1 e 10.1 
LUNCH 

47 メ,, 220.0 3i9 143.0 4.6 9)" 4 71. 5 7 4 0.4 

゜
0.04 0.02 0.......,・

261 7:，. 100.0 IW 75.0 20.0 3.5 0.3 12 90 o. 7 40 0.15 0.20 1 0. 2>t< 
1と， コ(.̀ヤコ（イツト・’’¥？リキ::i) 10.0 3l, 1. 4 O. E, 0.1 7. c. 2 

゜
O. l 

゜
0.02 o.oo 0 +++ 

:;::e ，ヽ•ンコ 10.0 3C・ 1. 4 l. 2 0.2 7. l 2 55 0.2 

゜
0.01 0.00 0 0. I 

S32 ケイラン(r・ンラン） 4.0 i, 3.0 0. ~, 0. 4 +++ 3 4 0. 1 32 0.00 0.01 0 0.0冷：

1% ショワフ ＇`リュ 12.0 joし ＋＋＋ 0.0 12.0 0. +++ 

゜
0.00 0.00 0 o.o 

E:E:1 :999 1.0 

゜
o.o 0.0 o.o o.o 

゜ ゜
0.0 

゜
o.oo 0.00 0 1.0 

652 9ケ／コ 10.0 2 9.3 0.3 0.0 0.3 

゜ ゜
0.0 

゜
0.01 0.01 1 +++ 

E:3 :,． ャn • イモ 30.0 ,、,._s~ 23.E: o . ~. o.o 5.2 2 4 0.2 

゜
0.03 0.01 5 +++ 

し54 9マネキ` 10.0 4 8.9 0. I o.o 0.8 4 1 O. I I 0.00 0.00 1 +++ 
-'-・7ヽ． C、 9ン：9ヨ7カラ三ソ 15.0 24 7.5 1. 9 0.5 2.9 14 615 0.と．

゜
o.oo 0.02 0 1.と．

729 ウメ（ウメホ-シ） 5.0 l 3.5 0.0 0.0 0.2 3 470 0.1 

゜
o.oo 0.00 0 1. 2 

S32 ケイラン It• ンラン） 50.0 7€: 37.5 と．．4 ＄．c +++ 33 45 i. 3 400 0.05 0.15 0 0. l>t: 
＊ ショーケイ 753 314.3 36.3 22.9 95.9 80 1288 3. 7 473 0.33 0.43 8 4.2 

SLIFFER 
47,<シ 220.0 319 143.0 4.と・ 0.4 71.5 7 4 0.4 

゜
0.04 0.02 0 +++ 

c．し1 ァズ 100.0 20 93.8 1.0 0.2 3. 7 16 20 0.4 ら 0.05 0.03 5 0.1* 
E: €· c. ：ヽヨウユ 5.0 2 3.6 0.3 o.o 0.1 3 355 0.2 

゜
0.00 o.oo 0 0.9 

t.e.3 アス（ヌカ三ソ’')・ ケ） 100.0 20 89.9 1.4 0.2 3.5 20 1400 O.B 6 0.18 0.05 1 3.5 
＊ ショーケイ 3と・1 330.3 7.4 0.9 78.8 45 1779 1. 9 12 0.28 o. 11 と． 4．5

BETWEEN 
157 ユリヨウカン bO.O 177 15.4 2. 1 0.1 42.2 7 

゜
o. 7 

゜
0.02 0.02 0 o.o 

715 ：：：nンシ` ユース（カンス・メ） 200.0 98 172.8 0.4 0.2 2ら． o

゜ ゜
+++ 

゜
+++ +++ 6 0.0 

€:14 コーヒー (:1'.Jシュツェキ） 150.0 

゜
14E:.O 1. 1 o.5 +++ E: 2 0.3 

゜
0.00 o.oo 0 o.o 

100 7・ラニュートウ 10.0 39 0.0 0.0 o.o 10.0 

゜ ゜
o.o 

゜
0.00 0.00 0 0.0 

55さ； フンこユウ（チョウtイ） 3.0 14 o. 1 0.5 0.6 1. 7 l9 8 0.2 ←ム 0.02 0.03 1 o.o>f: 
＊ ショ— 'Tイ 328 336.3 4. 1 1. 3 79. 9 34 10 1. 2 らら 0.03 0.05 7 o.o 

合 i t 
lE:E:e. 143E,.5 69.e, ~~; . ~ 321. 2 SIEi 110S 12.B ,I,4 1. i5 6．可 39 18.8 

栄茂所要伍（計 fl: fl!.) 砂~o 70 60，， Iヽ 2P90 {', 7£ /,t>/ 

’゚
/i) 

If 価 や少ヤ' 弓，、

性別 （男・亥+.
身長 1し4ロ

肥占度 10夕7c

(Nu l) 

年令 54オ 駿業 231 lft取 8 1983年 07月 m u 
体l11 と1kg 

労作強度 位ふ、名；F 関査 8 1983年 07月 11□
丑
膠
ヰ
円
·
北
料
瀾
f
.
1I
T
岳
ー

・
尊
田
+
·
巨
粟
冊
滋
•
]
」
西
E
淵
+
•
北
耳
熔
+

田

E
画

f
．
国
涸
苔
溶

・

l

_
_
 

L
吝

f
．
丑

l

-

＿苔

f
．
認
E
注

m
．
か
口
苔
冶

姿 約 今距t令身の合訂1i千段呪矯

ヤり磨芍以5̂＇‘.¥：',:9砂 Aか` ヤ＞ウなく／r泣品
h冷，、カ，，，t・̀iた

昭和ぶ； 年 7 月／

医価 印＇ 島

B 

パ正咬ゆ
〒701-01 岡山県倉敷市松~577番地

川崎医科大学付属病院公衆衛生部

電話 (0864)62-1111 内線 2124-6



人間ドックにおける食生活調査の研究 55 

(6) ビタミン恥 ：lOOOkcalにつき 0.4mg 

(7) ビタミン恥： 1000kcalにつき 0.53 mg 

(8) ビタミン C : 50 mg 

(9) 食塩 ：10 g以下

7）人間ドック成績の作成

人間ドック終了後人間ド・ノク成績を作成する。この中に病名や異常所見と生活指導として

食生活の注意が記入されるが，これにさきに述べた食生活調査結果を添え，肥漉，高血圧，

糖尿病などがあれば，更に具体的な食生活の注意を加えて郵送し，必要な者に対しては，公

衆衛生外来に来院させて指導を行っている。

年 齢
基礎代謝基準値 (kcal/kg／日）

男 女

18認 26 0 24.0 

19 25 5 23 5 

20~ 24.5 23.5 

30~ 23.5 22 0 

40~ 23.0 21 5 

50~ 23.0 21.0 

60~ 22 5 21.5 

70~ 22.0 21.5 

（文献 5より引用）

A ＝ エネルギー所要祉

（が＝ 1日の体重kg当り基礎代謝量
W ＝体重 ） 

10 
A=~(l+x)B傭7， 
労作別基準

軽 し‘ 労作

普通の労作

やや重い労作

重い 労作

生活活動指数

0.35 (70 96) 

0.50 (100彩）

0 75 (150 %) 

1.00 (200彩）

標準体重

（松木博士の表）

身 長 男 女 身 長 男 女

148 cm kg 49. 7 kg 165 cm 59 8 kg 58 9 kg 

149 50.1 166 60.5 59 6 

150 50.5 167 61.2 60.3 

151 51.0 168 61 9 61 0 

152 51.5 169 62.6 61 7 

153 52.0 170 6 8. 8 62 4 

154 52 5 171 64.0 

155 54.0 53 0 172 64 7 

156 54.5 53.5 173 65 4 

157 55.0 54.1 174 66.1 

158 55.5 54.7 175 6 6 9 

159 56.1 55.3 176 67.7 

160 56 7 55.9 177 68 5 

161 57. 3 56.5 178 69.3 

162 57. 9 57.1 179 70.1 

163 58.5 57.7 180 70.9 

164 59.1 58.3 

（文献 6より引用）
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3 人間ドック受診者の食生活調査成績

昭和55年度入院人間ドック 440人の食生活調査の概要は次の通りであった。

1) 栄養素等摂取量

10歳階級別の栄菱素等摂取量平均値は表 1に示す通りで，エネルギー，たん白質，脂質，

糖質は年齢の上昇とともに減少する傾向を示したが，カルシウム，鉄，ビタミン類，食塩は

年齢による変化が認められなかった。

表 1 10歳階級別栄簑素等摂取量 (1人1日当たり，平均値土標準偏差）

年 齢
例数

エネルギー たん白質 脂 質 糖 質 カルシウム
（歳） (kcal) (g) (g) (g) (mg) 

30 -39 49 2172 (484) 91 7 (32.0) 52. 5 (23.3) 3016(684) 609 (540) 

40 -49 142 2129 (538) 85.6 (22 7) 48.8 (22.1) 303.l (89 6) 599 (260) 

50-59 197 2000 (410) 80.9 (21.6) 41 8 (19.0) 294.2 (62 7) 576 (224) 

60 -69 41 1822 (434) 74.9 (22.7) 40.2 (23 O) 2753(585) 599 (326) 

20 -90 440 2038 8(472.5) 82.9 (23.7) 454(214) 294 6 (73.4) 590.9 (299.3) 

年 齢 鉄 食 塩
ビ 夕 ミ ン

（歳）
A B1 B2 C 

(mg) (g) (IU) (mg) （唸） (mg) 

30-39 154(62) 128(4.0) 1713 (1307) 0.96 (0.37) 107(054) 90 (66) 

40-49 15.2 (4 7) 13.4(50) 1783 (1510) 0.93 (0.35) 1.03 Co 46) 114 (73) 

50-59 14.5 (5.2) 12 6 (4.0) 1812 (1394) 0.90 (0.34) l.00(0.35) 107 (81) 

60-69 14.0 (5 0) 12.0 (5 O) 2015 0793) 0.95 (0.47) 104(045) 140 (99) 

20-90 14.8(51) 12.8 (4.5) 1799 0 (1449 2) 0.92 (0.36) 102(0.42) 109 7 (78 8) 

栄蓑素等摂取星を性別で比較すると ，男性 375人の平均値は ，エネルギー 2085kca1, たん

白質 84.5g,脂質 45.3g, 糖質 299.6g, カルシウム 595喫，鉄 15.0喀，食塩 13.1g, ビ

タミン A1780IU, ビタミン恥 0.92咤，ビタミン B21. 03喫，ビタミン C 105咽であり，

女性65人では，エネルギー 1772kca1, たん白質 73.6g,脂質 45.8g, 糖質 265.7g,カルシ

ウム 570唸， 鉄 13.6畷食塩 11.2g, ビタミン A1909IU, ビタミン恥 0.91喫，ビタミ

ン恥 1.00唸，ビタミン C137咆であり， エネルギー，たん白質，糖質，鉄，食塩は男性が

有意に多く，ビタミン Cは女性が多い成績であった。

人間ドック 440人の平均値は，エネルギー 2039kca1, たん白質 82.9g, 脂質 45.4g, 糖質

294.6 g, カルシウム 590.9咤，鉄 14.8哩，食塩 12.8g, ビタミン Al799IU, ビタミンB1

0. 92咤，ビタミ ン恥 1.02喋，ビタ ミン C109. 7呟であり，昭和56年度国民栄養調査成績7)

の中国プロックの栄養素等摂取量とほぽ一致するものであった。

2) 栄養素等摂取量の分布

栄養素等摂取星の分布は表 2に示す通りで，注目されることは， エネ ルギー 2500kca1以上

13人，たん白質 100g以上90人，脂質80g以上29人，食塩 16g以上 98人などの過剰摂取

と，ビタミン A800IU以下91人，ビタミン C20咽以下 17人などの摂取不足であり， これ
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らを重点的に指導している。

表 2 栄養素等摂取鼠の分布（実数）

たん白質 脂質 糖質 食塩
ビ 夕 ミ ン

栄養素 エネルギー カルシウム 鉄
A B1 B2 C 

区分幅
250.0 10.0 10.0 50.0 100.0 2.0 20 400 0 0.2 0.2 20.0 
（四I) (g) (g) (g) (mg) (g) (mg) (IU) (mg) (mg) (mg) 

1 

゜ ゜
3 

゜ ゜ ゜゜
25 

゜゜
17 

2 

゜ ゜
30 

゜
6 3 

゜
66 5 8 51 

3 

゜ ゜
76 2 39 ， 3 104 74 47 75 

4 

゜
4 86 31 52 41 13 64 125 87 59 

5 15 21 96 91 94 74 51 48 92 93 40 

6 32 35 55 133 74 88 76 31 53 90 41 

7 71 81 37 98 59 80 92 24 43 53 36 

8 98 87 28 52 38 47 60 16 27 28 25 ， 95 68 13 22 30 44 50 17 12 14 23 

10 67 54 ， 6 17 21 32 12 6 11 14 

11 38 38 2 2 10 13 24 5 2 2 17 

12 11 19 2 1 11 12 15 6 

゜
3 l l 

13 5 20 

゜゜
2 3 ， 5 

゜゜
7 

14 3 6 2 1 1 4 7 4 1 1 4 

15 1 3 

゜
1 2 1 4 2 

゜゜
10 

16 2 1 

゜゜
2 

゜
1 2 

゜゜
2 

17 

゜ ゜
1 

゜
1 

゜
1 3 

゜
2 3 

18 2 2 

゜゜ ゜ ゜゜
1 

゜゜゜19 

゜ ゜ ゜゜
1 

゜゜゜゜
1 1 

20 

゜
1 

゜゜
1 

゜
2 5 

゜゜
4 

3) 各食品群別摂取量

各食品群別摂取量の平均値と標準偏差は次の通りであった。（注 単位は g)

米類 521.6(224.0)，そのうち，めし 516.1(223.4)，小麦類 116.0(126.3)， いも類

67. 4 (58.4)，砂糖類 14.8(11.0)，菓子類 67.8(52.5)，油脂類 12.8(10.2)，豆類 82.8

(70. 6)，果実類 161.6(124.0)，緑黄色野菜 72.7 (65.3)，その他の野菜類 196.3(123.2), 

海草類 8.2 (11. 9)，調味・嗜好飲料 392.1(344.6)，魚介類 124.3(92.7)， 肉類 90. 8 

(64.2)，卵類 61.4(36.7)，乳類 156.9(129. 7)，加工食品 74.0(41. 9) 

これを昭和56年の国民栄養調査7)，中国プロックのそれと比較すると，穀類では，米類は

当院では「めし」が主体であるが，やや少なく，小麦類はやや多く ，穀類以外では加工食品，

調味・嗜好飲料，菓子類，海草類，卵類，乳類，魚類，肉類の順で多い領向を示していた。

4 考察

人間ドックにおける栄菱指導が，成人病の予防のために重要であることは言 うまでもない。

しかしながら，人間ドックを行っているすべての施設で栄養価計算をコンビュ ータで行うこと
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は現状では困難であるが，当院では，公衆衛生部の研究補助員の栄養士，公衆衛生部の保健婦

と栄養給食部の栄養士及び コンピュータセンタ ーの協力を得，医師を含む栄養指導チ ームを作

って栄養指導を行っており，その一部はすでに報告した。
8) 9) 

人間ドックで行っている食生活調査は，一日の食事を記載させるので，正確な食生活を反映

しないのではないかという心配はあったが，各栄養素の平均値及び各食品群の平均値でみる限

り同年代の日本人の栄蓑所要星等 7)にほぼ一致していることから，目的意識を啓発することに

より大部分の例では正しく記載されているものと考えられる。

人間ドック受診者の食事指導は，そ の大部分が健康人であるため，著しい欠陥がある者に対

してのみ必要な助言をするようにしている。

食生活の欠陥としては，昭和55年度入院人間 ド・ノクの調査でも示さ れているように，食べ過

ぎによるエネルギーの取り過ぎと，野菜摂取の不足などによるビタミン類の不足及び食塩の取

り過吾が大部分である。

人間ドックで異常が発見されなかった者の指導は，成人病予防の食事について，スライドと

パンフレットで一般的な栄養指導を行っている。その内容は，規則正しい食事時間を守り，各

食品群のパランスがよく，薄味の食事を勧めている。

嗜好の問題も無視できない。人間ドック受診者の特に男性には飲酒，喫煙者が多く ，いずれ

も節度を守るよう指導することが必要である。

人間ドックで，肥満，高血圧，糖尿病，高脂血症などが発見された場合は更に厳しい食事と

生活指導が必要となる。この場合は ，人間ドック終了後公衆衛生外来に来院さ せ，病気に対す

る一般的知識，食事献立の作り方，食物や食塩の計量の仕方，自己管理ノートのつけ方などの

指導を何回かに分けて行い，その間食生活調査を繰り返し追跡を行っている。

このような指導に際し必要なことは，まず対象者の病態を十分理解することと，生活の背景

を知ることである。前者については，医師，保健婦，栄菱士のカンファレンスを定期的に開含

研究することが望ましく，後者に対しては，患者の生い立ち，学歴，職歴，家庭，食習慣など

の患者プロフィ ールを十分知ることが必要である。

専門的な栄養指導は，医師の食事処方箋により ，栄養士又は保健婦が基本食糧構成と献立例

を示して指導するが，問題は対象者の生活の中に ，食品を計量するという習慣がなく，栄養に

対する知識もほとんどの例で不十分であることで，これに対してはゆっくり時間をかけて話し

合い，男性に対しては妻を呼び，老人に対しては家人を呼ぶなどして，繰り返し繰り返し具体

的に指導することが必要である。

人間ドックで発見される異常で，糖尿病や高血圧は対象者が病気を知っており，指導方法も

ほぼ確立されているので栄蓑指導はむしろ容易であるが，肥満症や高脂血症は発見頻度が高い

にもかかわらず指導は大変困難である。その理由は本人には全く自覚症状がなく，今食べてい

る食物もおいしいわけであるから，何かのきっかけで本人が食事療法の必要性を自覚しない限

り栄養指導の成功は期待されない。
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食事指導をする場合社会的環境も重要である。 出張での単身赴任者，飲食店の主人，タクシ

ーの運転手などは食事時間が不規則で，食事の内容も不十分なものになりやすい。また 70歳以

上の老人では食事習慣を急に変えることが難しく ，このような例については ，栄養指導チーム

による熱心な指導が必要で，更に積極的な家庭訪問指導も望まれる。

コンビュ ータによる栄養指導の利点は，短時間で各食品の栄蓑価計算ができることである。

一日の栄養素量が集計されると ，それを見ながら欠点の指摘と修正が正確にかつ容易にできる

ので栄養指導のレベルが著 しく向上する。当院では現在病棟や外来で直接コンピュ ータを利用

できないが ，将来は ，対象者の前で自由にコンヒ ュ゚ータが利用できることが望まれる。

5 まとめ

われわれは人間ドック受診者に対し ，医師，栄養士，保健婦， コンビュ ータセンタ ー技術員

が協力 して食生活調査を行い ，退院時に栄養指導を行っている。

異常が発見されない者については，スライ ドとパンフレッ トにより一般的な成人病食の指導

をし，肥満，糖尿病，高血圧，高脂血症者については ，公衆衛生外来で特別に指導を している。

人間 ドック受診者の栄養指導では ，本人の自覚がない，栄養に関する知識の欠如，社会的背

景が栄蓑指導に不適当な人たちが多い等のことから繰り返し熱心に指導することが必要である。

昭和55年度入院人間ド・ノク受診者440人の一日各栄養素等摂取量平均値及び各食品群の平掏

値は，国民栄養調査のそれとほぼ同様であった。

人間ドック食事調査により発見された異常は，糖質，たん白質，脂質などの摂取過剰による

エネルギーの過剰，食塩の取り過ぎ，野菜の摂取不足によるビタミン類の不足等であった。こ

の原因の大部分は，不健全な食習慣によるものと思われる。

コンビュ ータによる栄蓑価計算は，食生活に対する正確な情報が得られ，栄養指導に大変有

用である。
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